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【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 26日 (2005.5.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 【 作 用 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の バ リ 取 り 装 置 と 洗 浄 装 置 に よ れ ば 、 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル を
、 自 動 的 に 、 被 加 工 物 の 一 部 に 互 い に 交 わ る 状 態 で 形 成 し た ２ 本 の 孔 内 に 順 次 挿 入 す る 事
が で き る 。 即 ち 、 こ の 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル を 上 記 ２ 本 の 孔 内 に 順 次 挿 入 す る 場 合 、 先 ず 、
被 加 工 物 保 持 部 材 に 被 加 工 物 を 保 持 し た 状 態 で 、 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル の 先 端 を 、 上 記 ２ 本
の 孔 の う ち 、 １ 本 の 孔 の 開 口 部 に 、 こ れ ら 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル と １ 本 の 孔 と が 同 軸 上 に 位
置 し た 状 態 で 対 向 さ せ る 。 そ し て 、 直 線 駆 動 機 構 に よ り 、 こ の 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル を 上 記
被 加 工 物 保 持 部 材 に 対 し 軸 方 向 に 相 対 的 に 変 位 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 高 圧 流 体 噴 出 ノ ズ ル
の 先 端 部 を 上 記 １ 本 の 孔 内 に 挿 入 し た 状 態 で 、 こ の の 先 端 部 か ら 上 記
１ 本 の 孔 の 内 面 に 向 け 高 圧 流 体 を 噴 出 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 、 本 発 明 の バ リ 取 り 装 置 の 場 合 に は 、 上 記 被 加 工 物 保 持 部 材 ２ ３ を 上 記 支 持 台 １ ９
に 対 し 揺 動 変 位 さ せ る 上 記 揺 動 機 構 ２ １ を 設 け て い る 。 こ の 揺 動 機 構 ２ １ は 、 上 記 反 転 板
２ ５ に 結 合 固 定 し た 揺 動 支 持 部 材 ２ ６ と 、 揺 動 駆 動 装 置 ２ ７ と 、 互 い に 同 心 の 第 一 、 第 二
の 水 平 軸 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ と か ら 成 る 。 又 、 上 記 揺 動 支 持 部 材 ２ ６ は 、 上 記 反 転 板 ２ ５ の 片
面 （ 図 ３ の 左 側 面 ） に 結 合 固 定 し た 基 板 部 ３ １ と 、 こ の 基 板 部 ３ １ の 幅 方 向 （ 図 １ 、 ２ の
左 右 方 向 ） 両 端 で 上 記 反 転 板 ２ ５ と 反 対 方 向 に 、 上 記 基 板 部 ３ １ に 対 し 垂 直 に 設 け た 、 １
対 の 垂 直 板 部 ２ ９ ａ 、 ２ ９ ｂ と か ら 成 る 。 そ し て 、 上 記 両 垂 直 板 部 ２ ９ ａ 、 ２ ９ ｂ に 、 上
記 被 加 工 物 保 持 部 材 ２ ３ を 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 一 、 第 二 の 水 平 軸 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 中 心 軸 γ
、 δ を 中 心 と す る 揺 動 変 位 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の う ち 、 第 一 の 水 平 軸 ２ ８ ａ は 、 上 記
揺 動 機 構 ２ １ を 構 成 す る 揺 動 駆 動 装 置 ２ ７ の 駆 動 軸 で あ り 、 水 平 方 向 に 設 け て い る 。 又 、
上 記 第 一 の 水 平 軸 ２ ８ ａ の 中 間 部 は 、 上 記 両 ２ ９ ａ 、 ２ ９ ｂ の う ち の 一 方 （ 図 １
、 ２ の 左 方 ） の ２ ９ ａ に 設 け た 通 孔 内 に 回 転 自 在 に 挿 通 し 、 そ の 基 半 部 （ 図 ２ の
右 半 部 ） は 、 上 記 被 加 工 物 保 持 部 材 ２ ３ の 幅 方 向 一 端 部 （ 図 １ 、 ２ の 左 端 部 ） に 設 け た 垂
直 板 部 ３ ２ ａ の 一 部 に 結 合 固 定 し て い る 。 又 、 上 記 第 二 の 水 平 軸 ２ ８ ｂ は 、 上 記 第 一 の 水
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平 軸 ２ ８ ａ と 同 心 に 設 け 、 こ の 第 一 の 水 平 軸 ２ ８ ａ の 先 端 部 （ 図 １ 、 ２ の 右 端 部 ） を 、 上
記 揺 動 支 持 部 材 ２ ６ に 設 け た 両 ２ ９ ａ 、 ２ ９ ｂ の う ち の 他 方 （ 図 １ 、 ２ の 右 方 ）
の 垂 直 板 部 ２ ９ ｂ に 対 し 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。 そ し て 、 上 記 第 二 の 水 平 軸 ２ ８ ｂ の 基
半 部 （ 図 １ 、 ２ の 左 端 部 ） を 、 上 記 被 加 工 物 保 持 部 材 ２ ３ の 幅 方 向 他 端 部 （ 図 １ 、 ２ の 右
端 部 ） に 設 け た 垂 直 板 部 ３ ２ ｂ に 固 定 し て い る 。
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